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理
事
長
挨
拶

東
京
都
合
気
道
連
盟

理
事
長

藤
城
清
次
郎

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
・
役
員
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
東
京
都
合
気
道
連
盟
の
活
動
、
運

営
に
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
り
改
め
て

厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

多
く
の
会
員
と
共
に
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に

植
芝

守
央
合
気
道
道
主
は
じ
め(

公
財)

合
気

会
合
気
道
本
部
道
場
指
導
部
師
範･

指

導
員
の
皆
様
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご

指
導
、
ご
助
言
、
ご
尽
力
あ
っ
て
の
こ
と

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
年
度
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
森
前
副
理
事

長
が
退
任
さ
れ
、
新
役
員
を
迎
え
て
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
新
役

員
は
じ
め
全
役
員
の
皆
様
に
は
懸
命
に

職
務
に
励
ん
で
い
た
だ
き
各
事
業
が
滞

り
な
く
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。改
め
て

感
謝
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
去
る
十
二
月
一
日(

日)

の
東
京

都
合
気
道
演
武
大
会
で
は
、
約
千
百
名
の

皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
多
く
の
ご
来
賓
を

お
迎
え
し
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
多
数
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
当
日
早
朝
よ
り
運
営
に
も
携
わ
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
円

滑
な
進
行
で
予
定
通
り
怪
我
人
も
な
く

成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
改
め
て

御
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

続
く
銀
座
ア
ス
タ
ー
で
の
情
報
交
換
会

に
も
百
四
十
名
近
い
皆
様
に
参
加
頂
き
、

会
員
同
士
の
懇
親
を
深
め
る
場
面
が
観

ら
れ
和
気
藹
々
の
内
に
会
が
進
み
ま
し

た
。(

公
財
）
合
気
会

林

典
夫
常
務

理
事
、
全
日
本
合
気
道
連
盟

尾
﨑

晌

理
事
長
他
多
く
の
ご
来
賓
に
列
席
頂
き

会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て

感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
三
ヶ
月

と
な
り
ま
し
た
。
年
度
末
迄
に
は
、
主
催
、

主
管
行
事
と
し
て
一
月
十
六
日(

木)

・
三

月
十
二
日(

木
）
に
は
広
域
合
同
稽
古
、

二
月
十
一
日(

土
）
東
京
武
道
館
の
武
道

館
杯
演
武
発
表
会
、
同
じ
く
三
月
七
日

(

土
）･

八
日(

日)

の
二
日
間
に
亘
り
地
域

社
会(

足
立
区
）
合
気
道
指
導
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
月
二
十
九

日(

日
）
に
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
少

年
部
指
導
法
講
習
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
と
共
に
、
合
気
道
を
通

じ
、
心
と
身
体
の
錬
成
と
会
員
相
互
交
流

の
場
を
多
く
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。(

公
財)

合
気
会
、
全
日
本

合
気
道
連
盟
と
も
緊
密
な
連
携
を
と
り

な
が
ら
運
営
す
る
所
存
で
す
。
年
頭
に
あ

た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
合
わ
せ
て
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

全
国
道
場
・
団
体
連
絡
会
議

開
催
日

一
月
十
一
日(

土)

場

所

本
部
道
場

新
年
賀
詞
交
換
会

開
催
日

一
月
十
一
日(

土)

場

所

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

鏡
開
き
式

開
催
日

一
月
十
二
日(

日)

場

所

本
部
道
場

令
和
元
年
度
指
導
者
候
補
講
習
会

開
催
日

一
月
二
十
五
日(

土)

～
二
十
六
日(

日)

場

所

港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

開
祖
・
吉
祥
丸
道
主
を
偲
ぶ
会

開
催
日

四
月
二
十
五
日(

土)

場

所

本
部
道
場

合
気
神
社
例
大
祭

開
催
日

四
月
二
十
九
日(

水)

場

所

茨
城
県
笠
間
市
合
気
神
社

第
五
十
八
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会

開
催
日

五
月
十
六
日(

土)

場

所

高
崎
ア
リ
ー
ナ

第
十
三
回
国
際
合
気
道
大
会

開
催
日

九
月
二
十
六
日(

土)

～
十
月
四
日(

日)
場

所

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

令
和
元
年
度
地
域
社
会
武
道
指
導
者
研
修
会

開
催
日

三
月
七
日(

土)

～
八
日(

日)

場

所

東
京
武
道
館

令
和
二
年
度
地
域
社
会
武
道
指
導
者
研
修
会

開
催
日

令
和
三
年
三
月
六
日(

土)

～
七
日(

日)

場

所

東
京
武
道
館

令
和
元
年
度

第
五
回
広
域
合
同
稽
古

開
催
日

一
月
十
六
日(

木)

講

師

伊
藤
眞

本
部
道
場
指
導
部
師
範

場

所

東
京
武
道
館

令
和
元
年
度

第
六
回
広
域
合
同
稽
古

開
催
日

三
月
十
二
日(

木)

講

師

佐
々
木
貞
樹

本
部
道
場
指
導
部
師
範

場

所

東
京
武
道
館

令
和
二
年
度
合
気
道
錬
成
大
会

開
催
に

令
和
三
年
二
月
二
十
日(

土)

場

所

東
京
武
道
館

令
和
元
年
度
少
年
部
指
導
法
講
習
会

開
催
日

三
月
二
十
九
日(

日)

場

所

港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
三
十
六
回
東
京
都
合
気
道
連
盟
評
議
委
会

開
催
日

四
月
十
一
日(

土)

場

所

日
本
教
育
会
館

令
和
二
年
度
東
京
都
合
気
道
錬
成
大
会

開
催
日

六
月
七
日(

日)

場

所

東
京
武
道
館

令
和
二
年
度
初
心
者
指
導
法
講
習
会

開
催
日

七
月
十
二
日(

日)

場

所

港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

令
和
二
年
度
東
京
都
合
気
道
演
武
大
会

開
催
日

十
一
月
八
日(

日)

場

所

東
京
武
道
館

第
十
九
回
全
国
高
等
学
校
合
気
道
演
武
大
会

開
催
日

八
月
一
日(

土)

主

催

全
国
高
等
学
校
合
気
道
連
盟

場

所

愛
知
県
武
道
館

第
六
十
回
全
国
学
生
合
気
道
演
武
大
会

開
催
日

十
一
月
二
十
八
日(

土)

主

催

全
国
学
生
合
気
道
連
盟

場

所

日
本
武
道
館

第
三
回
初
心
者
指
導
法
講
習
会
報
告

第
三
回
初
心
者
指
導
法
講
習
会
報
告

（
公
財
）
合
気
会
主
催
行
事

(
公
財)

日
本
武
道
館
主
催
行
事

東
京
都
合
気
道
連
盟
広
報
第
三
十
三
号

東
京
都
合
気
道
連
盟
広
報
第
三
十
三
号

そ
の
他
行
事

東
京
武
道
館
主
催
行
事

東
京
都
合
気
道
連
盟
主
催
行
事
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令
和
元
年
十
二
月
一
日(

日)

令
和
元

年
度
東
京
都
合
気
道
演
武
大
会
は
、
綾

瀬
の
東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
九
十
七
団
体
の
参
加
が
あ
っ
た
。

午
前
十
一
時
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
開
会
の

辞
に
引
き
続
き
、
大
会
委
員
長
で
あ
る
東
京

都
合
気
道
連
盟
の
藤
城
清
次
郎
理
事
長
が

「
本
日
こ
こ
に
多
く
の
会
員
の
皆
様
と
令
和

最
初
の
演
武
大
会
が
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま

す
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
現
在

加
盟
百
七
十
を
越
え
る
団
体
に
成
長
し
、
今

大
会
も
約
千
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
最
後
ま
で
怪
我
の
な
い
よ
う

に
、
日
ご
ろ
の
稽
古
、
錬
成
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
充
実
し
た
大
会
に
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
。
続

い
て
来
賓
紹
介
が
あ
り
、
村
上
修
史
東
京

武
道
館
館
長
、
林
典
夫(

公
財)

合
気
会
常

務
理
事
、
山
本
高
英(

公
財)

合
気
会
幹
事

の
三
名
の

方
々
か
ら

祝
辞
を
頂

戴
し
た
。

そ
の
後
、
祝

電
が
披
露

さ
れ
演
武

に
移
っ
た
。

第
一
部

・
第
四
部

は
団
体
演

武
で
各
道

場
の
個
性

豊
か
な
演

武
が
行
わ

れ
た
。

第
二
部

は
高
校
生

演
武
で
、

若
い
世
代

の
活
気
あ
る
中
に
今
後
の
合
気
道
の
発
展

を
期
待
さ
れ
た
。

第
三
部
は
加
盟
団
体
を
代
表
す
る
参

段
か
ら
七
段
ま
で
の
代
表
者
演
武
が
行

わ
れ
た
。

最
後
に
第
五
部
と
し
て
本
部
道
場
指

導
部
演
武
と
し
て
森
智
洋
師
範
他
二
名

に
よ
る
演
武
が
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

午
後
四
時
よ
り
会
場
を
北
千
住
に
移

し
、
情
報
交
換
会
が
百
四
十
名
の
出
席
で

行
わ
れ
た
。
来
賓
の
尾
崎
晌
全
日
本
合
気

道
連
盟
理
事
長
の
挨
拶
、
乾
杯
に
よ
り
開

会
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
内
に
無

事
終
了
し
た
。

令
和
二
年
三
月
七
日(

土)

か
ら
八
日(

日)

の
日
程
で
『
令
和
元
年
度
東
京
都
地
域
社

会
合
気
道
指
導
者
研
修
会
』が
東
京
武
道

第
一
武
道
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催

(

公
財)

日
本
武
道
館

(

公
財)

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団

東
京
武
道
館

(

公
財)

合
気
会

全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会

後
援

日
本
武
道
協
議
会

日
本
武
道
館
武
道
協
議
会

東
京
武
道
館
武
道
協
議
会

主
管

東
京
都
合
気
道
連
盟

中
央
派
遣
講
師
・(

公
財)

合
気
会

金
澤

威

本
部
道
場
指
導
部
師
範

鈴
木

昴
平

本
部
道
場
指
導
部
指
導
員

地
方
講
師
・
東
京
都
合
気
道
連
盟

藤
城

清
次
郎

理
事
長

大
田

勤

副
理
事
長

募
集
人
数
は
、
百
二
十
名
と
な
り
ま
す
。

開
催
要
項
、
募
集
要
項
、
申
し
込
み
受
付

に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
、
東
京
都
合
気

道
連
盟
よ
り
ご
案
内
致
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
東
京
都
合
気
道
演
武
大
会

令
和
元
年
度
東
京
都

地
域
社
会
指
導
者
研
修
会
の
お
知
ら
せ
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第
七
回
全
国
合
気
道
指
導
者
研
修
会

が
令
和
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま

で
の
三
日
間
、
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ

ー
（
千
葉
県
勝
浦
市
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
日
本
全
国
で
合
気
道

を
指
導
す
る
中
学
、
高
等
学
校
の
教
員
及

び
社
会
体
育
指
導
者
を
対
象
に
、
学
校
教

育
に
お
け
る
合
気
道
の
指
導
法
に
関
す
る

実
技
と
講
義
を
行
い
、
学
校
に
お
け
る
合

気
道
指
導
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
趣
旨

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
中
学
校
及
び

高
等
学
校
の
保
健
体
育
科
教
員
並
び
に

合
気
会
傘
下
の
各
都
道
府
県
合
気
道
連

盟
が
推
薦
し
た
合
気
道
指
導
者
ら
全
七

十
四
名
が
参
加
。
都
連
か
ら
は
藤
城
理
事

長
、
大
田
副
理
事
長
、
及
び
神
谷
副
理

事
長
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
初
日
の
開
講
式
に
続
い
て

特
別
講
師
で
あ
る
植
芝
守
央
合
気
道
道

主
の
講
義
と
稽
古
、
そ
の
後
休
憩
を
挟
ん

で
、
国
際
武
道
大
学

立
木
幸
敏

教
授
、

及
び
同
大
学

笠
原
政
志

准
教
授
に
よ

る
講
義
（
指
導
現
場
に
お
け
る
緊
急
時
対

応
計
画
の
必
要
性
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
午
前
中
に
本
部
道
場
指
導

部
梅
津
翔
及
び
日
野
皓
正
指
導
員
に
よ

る
中
学
校
合
気
道
指
導
法
の
実
技
講
習
、

こ
れ
に
並
行
し
て
全
日
本
合
気
道
連
盟
の

尾
﨑
晌
理
事
長
に
よ
る
指
導
者
研
修
（
道

場
に
お
け
る
事
故
事
例
と
そ
の
対
応
に
対

す
る
意
見
交
換
）、
午
後
は
、
東
京
学
芸

大
学
非
常
勤
講
師
の
川
城
健
先
生
に
よ

る
「『
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
』
に
つ
な
が
る
武
道

『
合
気
道
』
の
授
業
」
と
題
し
た
講
義
が

行
わ
れ
た
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
「
中
学
校

武
道
必
修
化
指
導
書
」
の
武
道
編
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
視
聴
に
続
き
、
金
澤
威
本
部
道
場
指
導

部
師
範
に
よ
る
中
学
校
合
気
道
指
導
法

の
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
三
日
目
は
、
公
益
財
団
法
人

合
気
会
の
林
典
夫
常
務
理
事
に
よ
る
指
導

者
研
修
（
中
学
校
合
気
道
授
業
の
実
例
紹

介
）
が
行
わ
れ
、
研
修
参
加
者
に
は
閉
講

式
に
お
い
て
修
了
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
道
主
の
講
義
で
は
、
合
気
道
の

歴
史
や
理
念
に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
説
明
い

た
だ
き
、
改
め
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
再

認
識
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
講
義
や

研
修
等
も
そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し
た
内
容

で
、
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
地
域
の
指
導

者
の
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
有
意

義
で
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
稽
古
や
団
体
（
連
盟
）
運
営
に
活
か

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
精
進
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

石
芯
塾
麹
町
合
気
会

根
岸
愛
里

こ
の
度
は
、
東
京
都
合
気
道
連
盟
に
加
盟
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
会
は
、
静
岡
地
区
を
中
心
と
す
る
合
気
道

石
芯
塾
の
関
連
団
体
の
一
つ
で
す
。
石
芯
塾
の
代

表
で
あ
る
石
原
克
博
師
範
の
指
導
の
も
と
、
毎
週

水
曜
日
に
千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校
の
武
道
場

を
お
借
り
し
て
稽
古
し
て
い
ま
す
。

当
会
は
二
〇
〇
三
年
に
発
足
し
た
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
「
え
き
ス
ポ
梅
島
」
が
前
身
と
な
っ
て

い
ま
す
。
梅
島
の
施
設
建
て
替
え
を
機
に
、
六
年

前
に
稽
古
場
を
麹
町
に
移
し
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー

も
加
わ
り
ま
し
た
。

会
員
は
現
在
約
二
十
名
で
、
中
学
生
か
ら
七
十

代
ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
で
和
気
あ
い
あ
い
と
稽

古
し
て
い
ま
す
。
稽
古
や
活
動
を
通
じ
て
メ
ン
バ

ー
が
共
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

石
芯
塾
の
関
連
団
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
主

に
静
岡
県
内
の
行
事
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
回
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

今
後
は
都
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
加
盟
さ
れ
て
い
る
他

団
体
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
通
じ
て
知
見
を
広

げ
、
組
織
と
し
て
も
成
長
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
泉
合
気
道
同
好
会

澤
井
弘
昌

大
泉
合
気
道
同
好
会
は
、
今
年
の
一
月
で
創

立
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
安
野
正
敏
本
部
道

場
指
導
部
師
範
の
ご
指
導
の
も
と
、
稽
古
を
通
じ

た
心
身
の
鍛
錬
を
目
指
し
、
基
本
に
忠
実
な
稽

古
を
し
て
お
り
ま
す
。
稽
古
人
は
老
若
男
女
、

白
帯
か
ら
高
段
者
ま
で
様
々
で
す
が
、
各
自
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
無
理
の
な
い
稽
古
を
し
て
お

り
ま
す
。

少
し
で
も
合
気
道
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
稽

古
に
励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

両
国
合
気
道
倶
楽
部

青
木
哲
郎

第
七
回
全
国
指
導
者
研
修
会
報
告

第
七
回
全
国
指
導
者
研
修
会
報
告

新

規

加

盟

団

体

紹

介

新

規

加

盟

団

体

紹

介
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合
気
道
石
田
塾

「
怪
我
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

今
年
も
厳
し
い
中
に
も
楽
し
さ
を
求
め
る
稽
古
を
目

指
し
ま
す
。

江
戸
川
合
氣
会

積
極
的
に
演
武
大
会
、
講
習
会
に
参
加
。
稽
古
に

お
い
て
は
、
基
本
に
忠
実
に
、
礼
を
重
ん
じ
楽
し
く
合

気
道
に
励
む
。

西
葛
西
合
氣
会

積
極
的
に
演
武
大
会
、
講
習
会
に
参
加
。
稽
古
に

お
い
て
は
、
基
本
に
忠
実
に
、
礼
を
重
ん
じ
楽
し
く
合

気
道
に
励
む
。

合
氣
道
木
下
道
場

怪
我
の
な
い
よ
う
楽
し
く
稽
古
に
精
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
初
段
が
た
く
さ
ん
で
そ
う
で
、
楽

し
み
な
一
年
で
す
。

合
氣
道
土
井
道
場

昨
年
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
大
会

を
今
年
三
月
に
開
催
予
定
で
す
。こ
れ
か
ら
も
基
本
を

大
切
に
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
区
合
気
道
会

今
年
は
合
気
道
の
魅
力
の
下
に
、基
本
の
技
と
瞬
間

を
制
す
る
技
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
一
年
と
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

合
気
道
初
心
会

ま
ず
は
会
員
を
増
や
し
た
い
。
海
外
の
合
気
道
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
た
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
怪
我

な
く
元
気
で
稽
古
に
励
み
た
い
。

江
東
区
合
気
会

他
団
体
と
交
流
を
深
め
、
そ
こ
の
演
武
会
と
講
習

会
に
会
員
を
参
加
さ
せ
て
各
自
の
合
気
道
発
展
を
促

し
た
い
。

合
気
道
高
城
道
場
・
合
気
道
わ
ん
ぱ
く
道
場

い
つ
で
も
明
る
く
楽
し
く
元
気
良
く
、
そ
し
て
、
怪

我
な
く
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
年
も
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

東
京
都
庁
合
気
道
部

合
気
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
各
種
活
動
を
展
開
し
、『
た
ゆ
ま
ぬ
稽
古
』

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

合
気
道
臥
龍
会

開
祖
の
お
言
葉
「
一
分
一
厘
狂
っ
て
も
、
技
に
は
な

ら
な
い
」
を
守
り
、
正
し
い
技
を
心
身
に
沁
み
込
ま
せ

る
稽
古
を
続
け
ま
す
。

西
新
宿
合
気
会

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

各
自
が
自
得
に
こ
だ
わ
り
基
本
技
を
中
心
に
稽
古
を

し
て
い
き
ま
す
。

稲
門
合
気
倶
楽
部

今
年
六
月
に
創
立
六
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

習
錬
館
道
場

三
周
年
を
迎
え
た
昨
年
は
三
名
が
初
段
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
は
安
全
に
互
い
の
上
達
を
意
識
し
た
丁
寧

な
稽
古
を
心
掛
け
ま
す
。

杉
並
合
気
会

杉
並
合
気
会
は
、
一
九
八
七
年
四
月
に
創
立
さ
れ

「
和
」
を
尊
び
「
楽
し
く
、
明
る
く
、
仲
良
く
、
健
康

に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
稽
古
す
る
合
気
道
団
体
で
す
。
土

・
日
・
祝
日
と
月
十
回
程
度
の
稽
古
の
ほ
か
、
毎
年
杉

並
区
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
「
合

気
道
演
武
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
年

参
加
し
て
い
る
「
東
京
都
合
気
道
演
武
大
会
」
は
研
鑚

の
機
会
と
し
て
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
研

鑚
を
深
め
、
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

合
気
道
両
国
魂
友
会

各
人
が
「
自
分
の
目
標
」
を
持
ち
、「
基
本
」
を
大

切
に
、
楽
し
く
稽
古
が
出
来
る
こ
と
。

合
気
道
本
所
道
場

基
本
を
大
事
に
、
会
員
一
人
一
人
が
技
の
向
上
を
心

掛
け
、
楽
し
い
稽
古
会
が
出
来
る
よ
う
励
み
ま
す
。

祖
師
谷
合
気
会

今
年
は
設
立
四
十
周
年
の
年
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

末
永
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
会
員
全
員
で
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

み
ず
ほ
証
券
合
気
道
部

礼
儀
と
基
本
を
大
切
に
。
新
入
部
員
の
獲
得
。
若
い

指
導
者
の
育
成
。
怪
我
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
稽
古
の

継
続
。

法
務
省
合
気
道
部

「
相
手
に
け
が
を
さ
せ
な
い
」
こ
と
に
心
か
け
て
「
基

本
技
」
を
中
心
に
稽
古
し
、
合
気
道
を
通
じ
た
心
身
の

錬
成
を
行
い
ま
す
。

合
気
道
石
芯
塾
麹
町
合
気
会

石
芯
塾
は
今
年
、
四
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
関
連

団
体
の
一
つ
と
し
て
協
力
し
て
組
織
を
盛
り
上
げ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中
央
区
合
気
会

和
や
か
な
中
に
も
常
に
真
剣
さ
を
心
が
け
た
稽
古
を

通
じ
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
愉
快
な
会
で
あ
る
事

を
目
標
に
稽
古
に
励
む
。

第
一
三
共
合
気
道
部

第
一
三
共
合
気
道
部
は
、
社
会
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
平

日
、
就
業
後
に
社
外
の
人
達
も
含
め
て
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
子
年
と
い
う
こ
と
で
、
す
ば

や
い
動
き
と
捌
き
を
心
が
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
国
際
合
気
道
大
会
が
開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ

り
、多
く
の
道
友
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
稽
古
に
励
み
、

こ
れ
か
ら
も
人
、
合
気
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
今
年
も

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

合
気
道
研
心
会
上
石
神
井
道
場

合
気
道
を
通
し
て
、
充
実
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
、
一
生
懸
命
稽
古
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

大
泉
合
気
道
同
好
会

今
年
は
会
の
創
立
十
周
年
の
節
目
の
年
と
し
て
、
気

持
ち
を
新
た
に
稽
古
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

港
区
合
氣
会

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
菅

原
繁
本
部
師
範
御
指
導
の
下
、
技
と
心
身
の
鍛
練
に
努

め
る
所
存
で
す
。

合
氣
道
宇
宙
の
会

港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、毎
週
水
曜
日
十
九
時
、

土
曜
日
十
三
時
三
十
分
よ
り
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
稽
古
し
ま
し
ょ
う
！

合
氣
道
目
黒
道
場

今
年
も
「
考
え
て
稽
古
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
多
く

の
会
員
が
一
段
上
の
「
級
」、「
段
」
に
合
格
す
る
よ

う
稽
古
致
し
ま
す
。

合
氣
道
三
田
会
研
修
塾

本
年
も
、
安
全
に
楽
し
く
基
本
を
大
切
に
し
て
稽
古

を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
を
致
し
ま
す
。

武
産
合
気
龍
山
会

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
我
が
会
で
は
、

今
年
も
基
本
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
合
気
体
術
は
も
と

よ
り
合
気
剣
・
合
気
杖
な
ど
の
武
器
技
も
稽
古
し
、
合

気
道
の
研
究
・
発
展
・
向
上
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
楽

し
み
な
が
ら
怪
我
を
せ
ず
稽
古
に
取
り
組
み
、
心
身
と

も
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

習
錬
館
道
場
青
梅
支
部

基
本
の
技
を
積
み
重
ね
厳
し
く
も
柔
ら
か
さ
使
え
る

動
き
を
求
め
る
稽
古
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昭
島
合
気
道
会

合
気
道
を
通
し
た
出
会
い
を
大
事
に
し
て
、
開
祖
の
合

気
道
を
皆
で
学
べ
る
場
所
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

調
布
合
気
道
会

い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
東
京
に
来
て
く
だ
さ

る
外
国
の
方
々
に
、
合
気
道
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
作

り
ま
す
。

東
大
和
市
合
気
道
会

基
本
を
重
点
的
に
「
怪
我
を
し
な
い
稽
古
」「
怪
我
を

さ
せ
な
い
稽
古
」
を
合
言
葉
に
、
技
の
習
得
に
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
す
。

合
気
道
新
川
塾

本
年
度
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
築
い

て
き
た
実
績
を
生
か
し
て
、
町
道
場
と
し
て
地
域
に
根

付
い
た
活
動
を
展
開
し
て
行
き
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
東
京
合
気
道
部

本
年
は
子
年
，
十
二
支
の
最
初
。
稽
古
も
原
点
に
立

ち
返
り
，
基
本
的
な
こ
と
を
大
切
に
活
動
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加

盟

団

体

今

年

の

抱

負
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孫

伶
娜

(
合
氣
道
土
井
道
場)

今
年
は
日
々
の
練
習
で
一
つ
一
つ
の
技

や
受
身
を
意
識
し
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
稽

古
し
、
多
く
の
技
を
覚
え
た
い
で
す
。

孫

俐
娜

(

合
氣
道
土
井
道
場)

私
は
今
年
新
し
い
技
を
覚
え
た
い
で
す
。

ま
た
、
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
技
を
忘
れ
な
い

よ
う
、
稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

奥
村

優
太

(

合
氣
道
土
井
道
場)

毎
回
、
稽
古
を
休
ま
ず
頑
張
り
ま
す
。

佐
々
木

悠
仁

(

杉
並
合
気
会)

僕
は
合
気
道
を
始
め
て
五
年
目
に
な

り
ま
す
。
最
初
は
あ
ま
り
自
信
が
な
く

初
め
て
の
審
査
を
受
け
る
ま
で
一
年
以

上
か
か
り
ま
し
た
。
で
も
よ
う
や
く
準
五

級
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
僕
よ
り

も
上
手
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、
ね
ず

み
み
た
い
に
す
ば
し
っ
こ
く
追
い
つ
く
一

年
に
し
た
い
で
す
。

菅
野

圭
尊

(

祖
師
谷
合
気
会)

今
年
は
中
学
生
に
な
り
ま
す
。
先
生
の

お
手
本
の
動
き
を
よ
く
見
て
日
々
稽
古
し

ま
す
。
四
教
を
ち
ん
と
極
め
た
い
で
す
。

北
見

章
悟

(

祖
師
谷
合
気
会)

帯
が
紫
帯
に
な
る
の
で
、
さ
ら
に
た
く
さ

ん
技
を
覚
え
た
い
で
す
。
今
年
は
抑
え
技
が

上
手
く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

黒
田

麗
子

(

習
錬
館
道
場)

心
身
の
鍛
錬
を
掲
げ
、
師
の
背
中
を
追

い
か
け
る
だ
け
で
な
く
己
の
合
気
道
を
探

求
し
、
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

数
家

誠
司
(

港
区
合
氣
会)

会
の
代
表
と
し
て
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
と

こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、
仲
間
た
ち
と
共
に
今

後
も
会
の
発
展
の
た
め
尽
力
い
た
し
ま
す
。

品
川

貴
宣

(

昭
島
合
気
道
会)

人
生
半
分
以
上
の
年
数
合
気
道
と
関
わ

っ
て
き
た
。「
稽
古
は
裏
切
ら
な
い
」
を
信
じ

こ
れ
か
ら
も
無
理
な
く
続
け
て
い
き
た
い
。

鈴
木

正
樹

(

合
気
道
高
城
道
場)

還
暦
と
定
年
を
迎
え
る
印
象
が
強
い
で

す
。
身
体
も
故
障
し
が
ち
に
な
っ
た
私
で
す

が
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
復
活
が
テ
ー
マ
で
す
。

渡
邉

高
夫

(

合
気
道
臥
龍
会)

一
日
一
日
を
大
切
に
、
初
心
に
返
り
心

身
の
鍛
錬
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

髙
村

郁
子

(

祖
師
谷
合
気
会)

健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
一
期

一
会
を
胸
に
、
一
回
一
回
の
合
気
道
の
お

稽
古
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

石
井

敏
明

(

中
央
区
合
気
会)

全
日
本
演
武
の
若
手(

？)

指
導
者
演
武

に
出
場
す
る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
稽
古

に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

若
井

富
雄

(

北
区
合
気
道
会)

良
き
師
範
と
仲
間
に
恵
ま
れ
て
二
十
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
後
も
健
康
増
進
と
共

に
一
層
の
精
進
を
積
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

有
末

隆
雄

(

合
気
道
初
心
会)

他
人
の
為
に
、
増
え
続
け
る
災
害
に
対

応
で
き
る
知
識
を
ま
な
び
ま
す
。

大
沼

一
夫

(

合
気
道
両
国
魂
友
会)

気
付
け
ば
人
生
の
半
分
を
合
気
道
の

稽
古
と
共
に
。
人
と
競
う
こ
と
な
く
マ
イ

ペ
ー
ス
で
、
次
の
年
男
を
迎
え
る
べ
く
稽

古
続
行
で
す
。

近
藤

真
仟

(

祖
師
谷
合
気
会)

元
気
に
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
を
最
良
の

喜
び
と
し
早
く
膝
を
治
し
孫
達
と
思
い
き

り
稽
古
を
頑
張
る
。
そ
れ
が
唯
一
の
願
い

で
す
。

サ
ッ
ク
ス
ジ
ェ
ラ
ー
ド

(

祖
師
谷
合
気
会)

合
気
道
を
長
く
続
け
る
た
め
に
、
ま
ず

膝
を
治
し
た
い
。
そ
れ
と
体
重
を
減
ら
し
た

い
。
み
な
さ
ん
と
長
く
稽
古
を
や
り
た
い
。

早
い
も
の
で
令
和
元
年
も
終
わ
り
、
令
和
二
年

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
、
さ
ぞ
賑
や
か

な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

東
京
都
合
気
道
連
盟
は
、
年
間
行
事
を
通
じ

て
、
会
員
皆
様
の
合
気
道
発
展
を
願
う
所
存
で

あ
り
ま
す
。

(

小
林
正
明
記)

年

男

・

年

女

今

年

の

抱

負

十
二
歳

二
十
四
歳

四
十
八
歳

六
十
歳

七
十
二
歳

編

集

後

記

編

集

後

記


